
地域情報通信技術利活用推進交付金 実施計画（概要） 
 

実施団体名 

 都道府県／区市町村 沖縄県 伊江村 

代表団体の長名 伊江村長  大城 勝正 

担当者連絡先 0980-49-2001 

事業名称 みんなでつくろう伊江島動画マップ＆次世代教育プロジェクト 

事業概要 

 利活用分野 □医療  □介護  □福祉  □防犯  ■防災  ■行政  ■産業  

□農業  ■雇用  ■観光  ■その他（情操教育） 

事業の内容 ①携帯電話１つでいつでも誰でも手軽に動画ＣＭが作れる動画ＣＧＭ配信システ

ムと既存ＳＮＳ及びＧＩＳを連携させ、日本初の動画地図付きサイトを構築。 

②村内小中学生がビデオ撮影した魅力映像を村内イントラネット内のテレビやイ

ンターネット等へ、動画配信統合システムによりクロスメディアへ配信する。 

交付希望枠 ＜①交付希望枠＞ 

■１億円以内   （5,000万円超）    □5,000万円以内（3,000万円超） 

□3,000 万円以内（1,500万円超）    □1,500万円以内（1,000万円以上） 

＜②選択理由＞ 

動画ＣＧＭは、誰もが簡単に動画ＣＭ等を制作できるほか、ＰＣ/携帯、キャリ

ア/機種を問わず、配信可能な先端技術で、ＳＮＳとの相乗効果も高い。村の未来

を担う小中学生に映像作成のノウハウを教育し、真の映像を作成・保存・情報発信

することは、知名度のアップに有効。クロスメディアに対応する。 

事業費／交付申請額 ＜①事業費＞ 

６０,０００,０００円（消費税込み） 

＜②交付申請額＞ 

６０,０００,０００円（消費税込み） 

地域の課題及び 

ＩＣＴ利活用方法 

伊江村の課題は、少子高齢化を背景とする過疎化及び観光誘致、情報発信力の強

化、地場産業の育成である。動画ＣＧＭとＳＮＳ、ＧＩＳを連携させ、認知度のア

ップ、観光振興、動画投稿コミュニティを構築。村の小中学生に映像作成のノウハ

ウの教育と、イントラネットやインターネット、ワンセグを利用した知名度アップ。 

期待される効果 動画ＣＧＭの投稿を利用する事で、地域情報発信と旅行者体験情報の投稿という

双方向からの情報発信を行うことや、村内小中学生に撮影を通した情操教育と、そ

の作品を村内外に発信し、伊江村ブランドの価値と認知度を高め、観光振興と産業

振興に結びつける。 
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